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第 1章　極彩色古墳壁画の発見

　

高
松
塚
古
墳
を
発
掘
調
査
す
る
き
っ
か
け
は
、
そ
の
三
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
六
九
年
四
月
に
地

元
住
民
が
古
墳
の
南
に
掘
っ
た
シ
ョ
ウ
ガ
穴
の
底
で
凝

ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

製
の
方
形
切
石
を
発
見
し
た
（
図
2
）。
シ
ョ
ウ

ガ
穴
と
は
、
こ
の
地
域
で
シ
ョ
ウ
ガ
や
イ
モ
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
る
穴
の
こ
と
で
、
切
石
と
は
鉄
製
工

具
で
各
面
を
平
坦
に
人
工
加
工
さ
れ
た
石
材
の
こ
と
で
あ
る
。
凝
灰
岩
切
石
の
発
見
は
、
切
石
で
組
ま
れ
た
石

室
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
そ
の
知
ら
せ
は
や
が
て
明
日
香
村

役
場
の
観
光
課
長
・
山
本
幸
夫
の
耳
に
入
り
、
橿
原
考
古
学
研
究
所

の
藤
井
利
章
を
通
じ
て
末
永
所
長
へ
と
伝
え
ら
れ
た
。
一
九
七
〇
年

一
〇
月
に
は
、
網
干
と
関
西
大
学
、
龍
谷
大
学
の
学
生
ら
に
よ
っ
て

古
墳
の
現
状
観
察
と
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

高
松
塚
古
墳
壁
画
の
発
見
当
時
、
わ
が
国
は
国
土
開
発
の
ま
っ
た

だ
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
波
は
飛
鳥
に
も
押
し
寄
せ
、
開
発
か
ら
遺
跡

を
ま
も
る
た
め
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
飛
鳥
の
遺

跡
保
存
を
模
索
す
る
計
画
の
な
か
で
天て

ん

武む

・
持じ

統と
う

天
皇
陵
（
野の

ぐ

口ち
の

王お
う

墓の
は
か

古
墳
）
や
中な

か

尾お

山や
ま

古
墳
、
文も

ん

武む

天
皇
陵
（
栗
原
塚
穴
古
墳
）
な

ど
を
つ
な
ぐ
史
跡
見
学
の
遊
歩
道
整
備
の
話
も
、
も
ち
上
が
っ
て
い

た
。
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
高
松
塚
古
墳
に
つ
い
て
も
、
基
礎
デ
ー

タ
収
集
の
た
め
の
発
掘
調
査
を
求
め
る
声
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
機
運
に
加
え
て
、
明
日
香
村
誕
生
一
五
周
年
を
記
念
し
て

第
１
章　

極
彩
色
古
墳
壁
画
の
発
見

１　

高
松
塚
古
墳
壁
画
の
発
見

発
掘
調
査
に
至
る
経
緯

　

日
本
の
考
古
学
や
古
代
史
に
関
心
の
あ
る
方
で
高
松
塚
古
墳
の
名
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
飛
鳥
の
片
隅
で
静
か
に
眠
っ
て
い
た
小
さ
な
古
墳
が
、
一
躍
、
古
代
史
の
表
舞
台
に

躍
り
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
1
）。
奈
良
県
明
日
香
村
か
ら
委

託
を
受
け
た
橿か

し

原は
ら

考
古
学
研
究
所
（
現
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
わ
が
国

で
初
と
な
る
極
彩
色
古
墳
壁
画
を
発
見
し
た
の
だ
。
発
掘
調
査
は
、
関
西
大
学
名
誉
教
授
で
橿
原
考
古
学
研
究

所
所
長
の
末す

え

永な
が

雅ま
さ

雄お

が
指
揮
を
と
り
、
同
所
員
の
秋
山
日
出
雄
、
網あ

干ぼ
し

善よ
し

教の
り

、
伊だ

達て

宗む
ね

泰や
す

の
三
名
が
現
地
調
査

を
担
当
、
網
干
が
助
教
授
を
務
め
る
関
西
大
学
の
学
生
四
〇
名
ほ
ど
（
龍
谷
大
学
の
二
名
を
含
む
）
の
参
加
を

得
て
実
施
さ
れ
た
。

図1 ●発掘前の高松塚古墳（1971年撮影）
のどかな田園風景のなかにたたずむ古墳。竹林のなかに
埋もれた中央の高まりが墳丘。
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の
上
に
顔
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
て
き
た
。
網
干
の
目
は
、
石
室
入
口
に
近
い
西
壁
の
男
子
群
像
を
捉
え
て
い

た
。
盗
掘
坑
か
ら
注
ぎ
込
む
光
は
限
ら
れ
て
お
り
、
薄
暗
い
石
室
内
で
目
に
し
た
も
の
は
あ
る
い
は
錯
覚
か
も

し
れ
な
い
。
網
干
は
学
生
二
人
に
も
相
次
い
で
石
室
内
を
の
ぞ
き
こ
ま
せ
た
。

　

暗
闇
に
目
が
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
恩
師
に
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
と
の
思
い
込
み
か
ら
、
当
初
、

学
生
の
目
は
壁
画
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
し
ば
ら
く
じ
っ
と
見
て
お
れ
」。
執
拗
に
う
な
が
さ
れ

て
、
学
生
の
目
に
も
よ
う
や
く
人
物
の
壁
画
が
映
っ
た
。
三
人
の
目
を
と
お
し
て
壁
画
が
幻
想
で
は
な
い
こ
と

が
確
実
に
な
る
と
、
先
に
昼
食
に
い
っ
た
学
生
た
ち
を
呼
び
戻
し
た
。

「
現
場
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
」。
学
生
た
ち
は
古
墳
へ
全
力
疾
走
し
た
。
極
度
の
興
奮
か
ら
、
呼
び
戻
し
た

学
生
た
ち
に
伝
え
た
言
葉
を
網
干
は
覚
え
て
お
ら
ず
、
後

に
学
生
の
日
誌
か
ら
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

「
人
間
一
生
の
間
に
は
大
変
な
こ
と
に
出
会
う
こ
と
が
あ

る
。
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
古
墳
の
中
を
の
ぞ
く
と
、
絵
が

描
い
て
あ
る
の
を
み
る
と
思
う
。
古
墳
を
発
掘
し
て
、
そ

う
い
う
も
の
に
出
会
う
こ
と
は
人
間
一
生
の
間
に
め
っ
た

に
な
い
こ
と
だ
。
こ
う
い
う
と
き
は
、
あ
わ
て
て
は
い
か

ん
。
そ
れ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
誰
に
も
言
う
た
ら
い
か

ん
」。
箝か

ん

口こ
う

令れ
い

と
引
き
換
え
に
、
学
生
た
ち
は
一
人
ず
つ

石
室
内
を
の
ぞ
い
た
（
図
3
）。

の
『
明
日
香
村
史
』
編
纂
事
業
の
な
か
で
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
遺
跡
を

調
査
し
て
い
く
構
想
も
あ
り
、
最
終
的
に
そ
の
一
環
と
し
て
高
松
塚
古
墳

の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

調
査
団
が
現
地
入
り
し
た
三
月
初
頭
、
飛
鳥
は
春
先
に
も
か
か
わ
ら
ず

数
日
、
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
初
日
（
一
日
）
は
積
雪
が
多
く
、
翌
二
日
か

ら
よ
う
や
く
測
量
調
査
に
着
手
。
六
日
の
慰
霊
祭
を
経
て
、
七
日
に
よ
う

や
く
墳
丘
に
鍬
が
入
れ
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
壁
画
発
見
の
瞬
間
ま
で
は

一
四
日
間
。
序
盤
で
、
前
述
の
シ
ョ
ウ
ガ
穴
の
底
で
み
つ
か
っ
た
凝
灰
岩

切
石
が
石
室
の
一
部
で
は
な
く
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
の
後
の
作
業
は
、
盗
掘
者
が
石
室
へ
進
入
す
る
た
め
に
掘
り
壊
し
た
部

分
（
盗
掘
坑
）
の
再
掘
に
費
や
さ
れ
た
。
三
月
一
九
日
、
つ
い
に
石
室
に

到
達
。
そ
し
て
運
命
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

壁
画
の
発
見

　

三
月
二
一
日
、
前
日
の
降
雨
か
ら
の
天
候
回
復
が
十
分
で
は
な
い
な
か
、
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
正
午
過
ぎ
、

学
生
た
ち
を
昼
食
に
い
か
せ
、
網
干
は
見
張
り
を
兼
ね
て
学
生
二
人
と
現
場
に
残
っ
て
作
業
を
つ
づ
け
た
。
盗

掘
坑
を
掘
り
抜
き
、
石
室
内
部
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
網
干
は
、
最
初
に
壁
に
青
い
色
、
さ
ら
に
緑
色
を
目
撃
し
た
。

苔
か
カ
ビ
で
も
生
え
て
い
る
の
か
？　

目
を
凝
ら
し
て
い
る
う
ち
に
茶
色
い
紐
の
よ
う
な
も
の
が
、
そ
し
て
そ

図2 ●発掘調査の端緒となった凝灰岩切石
中央にみえる方形の物体が切石。一辺59 cm×高さ36 cm。墓
碑、礼拝石、献花台など諸説があるが、明確な用途は不明。

図3 ●盗掘坑の奥に検出された石室
盗掘者が掘った坑を再掘し、石室南端に到達。
南壁石にうがたれた孔から北壁の玄武がみえる。
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に
大
型
カ
メ
ラ
を
据
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
飛
鳥
美
人
」（
西
壁
女
子
群
像
）
を
は
じ
め
と
す
る
極
彩
色
壁
画
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
撮
影
さ
れ
て
い
く
。
初
回
の
撮
影
は
午
後
八
時
ま
で
続
い
た
。
さ
ら
に
二
四
日
、
二
回
目
の
撮
影

が
朝
一
〇
時
か
ら
夜
九
時
頃
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
撮
影
さ
れ
た
画
像
が
、
同
年
一
〇
月
刊
行
の

『
壁
画
古
墳 

高
松
塚
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
物
の
カ
ラ
ー
図
版
を
飾
る
こ
と
に
な

る
。

　

三
月
二
六
日
、
現
地
に
近
い
明
日
香
村
立
阪さ

か

合あ
い

小
学
校
講

堂
に
報
道
関
係
者
が
集
め
ら
れ
た
。
壇
上
に
は
、
末
永
と
網

干
そ
し
て
岸き

し

下げ

利り

一い
ち

村
長
の
姿
が
あ
っ
た
。
末
永
が
発
掘
と

壁
画
発
見
の
経
緯
を
説
明
し
、
各
社
に
壁
画
の
写
真
が
配
布

さ
れ
た
。「
実
物
を
み
た
う
え
で
記
事
が
書
き
た
い
」。
一
人

の
記
者
の
申
し
出
か
ら
、
一
社
五
分
ず
つ
、
合
計
七
社
の
現

地
取
材
が
許
さ
れ
た
。「
高
松
塚
の
壁
画
は
、
焼
失
し
た
法

隆
寺
の
金
堂
壁
画
に
匹
敵
す
る
」。
末
永
が
漏
ら
し
た
言
葉

は
、
記
者
た
ち
に
事
の
重
大
さ
を
知
ら
し
め
た
。
そ
の
晩
、

ま
ず
は
テ
レ
ビ
か
ら
報
道
が
解
禁
と
な
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
九

時
台
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
壁
画
発
見
の
知
ら
せ
を
中
継
で
生
々

し
く
全
国
に
伝
え
た
。
新
聞
各
社
は
翌
日
の
朝
刊
で
、「
飛

鳥
か
ら
壁
画
古
墳
」「
法
隆
寺
級
の
壁
画
発
見
」「
極
彩
色
で

壁
画
発
見
後
の
対
応

　

冷
静
さ
を
と
り
戻
し
た
網
干
は
、
宮
内
庁

と
文
化
庁
の
会
議
で
上
京
し
て
い
た
末
永
に

電
話
で
第
一
報
を
伝
え
た
。
末
永
は
関
係
機

関
へ
の
連
絡
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
み
ず

か
ら
は
壁
画
の
写
真
撮
影
の
手
配
に
動
い
た
。

京
都
に
あ
る
便
利
堂
は
美
術
品
の
撮
影
・
印

刷
の
老し

に
せ舗
で
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
を
撮
影
し

た
経
験
を
有
す
る
な
ど
、
専
門
的
で
高
い
撮

影
技
術
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。

　

壁
画
発
見
当
日
は
、
石
室
内
の
壁
画
の
概

略
を
把
握
し
て
作
業
を
終
了
。
翌
日
か
ら
石

室
内
部
の
調
査
が
本
格
化
し
、
人
物
像
、
四し

神じ
ん

図ず

、
日
・
月
像
、
星せ

い

宿し
ゅ
く

図
か
ら
な
る
壁
画
の
全
体
構
成
、
石

室
内
部
の
く
わ
し
い
構
造
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
発
掘
現
場
で
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
交
替
で
監
視

体
制
が
し
か
れ
た
。

　

便
利
堂
の
撮
影
班
が
石
室
内
に
入
っ
た
の
は
、
二
二
日
午
後
四
時
半
。
石
室
内
部
は
幅
一
〇
三
セ
ン
チ
、
高

さ
一
一
三
セ
ン
チ
、
奥
行
二
六
五
セ
ン
チ
。
押
入
れ
一
段
分
ほ
ど
の
狭
い
空
間
で
あ
る
。
高
さ
の
な
い
石
室
内

で
の
撮
影
に
備
え
て
、
通
常
の
三
分
の
一
の
長
さ
に
脚
を
切
断
し
た
三
脚
が
用
意
さ
れ
た
。
特
製
の
三
脚
の
上

図4 ●高松塚古墳壁画発見を伝える新聞報道
当時、全国紙の1面に考古学の話題が載るのはめず
らしかった（朝日新聞一面、1972年3月27日）。

図5 ●墳丘の前で観光客に調査の経緯を説明する網干善教
1972年4月上旬。壁画発見の報道以降、高松塚古墳には
多くの観光客が押し寄せた。網干は連日古墳周辺で調査の
経緯を説明した。この日はことのほか子どもが多く、網干
の語りかけもおのずとやさしい口調になったという。
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す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
二
年
に
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
り
墳
丘
と
周
辺
地
形
の
測
量
が
実
施
さ
れ

た
。
発
掘
調
査
は
す
ぐ
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
当
時
、
阿
部
山
へ
と
向
か
う
道
路
は
狭
く
、
対
向
車
を
か
わ

す
の
に
も
苦
労
し
て
い
た
。
仮
に
高
松
塚
古
墳
の
よ
う
な
騒
ぎ
に
な
れ
ば
大
混
乱
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し

た
地
元
感
情
も
あ
り
、
発
掘
調
査
が
実
現
す
る
ま
で
に
は
一
五
年
ほ
ど
の
歳
月
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

掘
ら
ず
に
壁
画
を
確
認

　

し
か
し
、
そ
の
間
、
手
を
こ
ま
ね
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
八
三
年
一
一
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力
を
得
て
、
盗
掘
坑
の
小
さ
な
穴

か
ら
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
て
石
室
内
部
を
探
査
す
る
こ
と

が
試
み
ら
れ
た
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
現
、
国
立
文
化
財
機
構 

奈
良
文
化
財
研
究
所
）
所
長
の
坪つ

ぼ

井い

清き
よ

足た
り

、
マ
ル
コ
山
古
墳
の
調
査
に

も
参
加
し
て
い
た
同
研
究
所
の
猪い

の

熊く
ま

兼か
ね

勝か
つ

、
古
代
史
の
泰た

い

斗と

で
大
阪
市

立
大
学
教
授
で
あ
っ
た
直な

お

木き

孝こ
う

次じ

郎ろ
う

、
そ
し
て
網
干
が
見
守
る
な
か
、

モ
ニ
タ
ー
に
石
室
内
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
。

「
あ
っ
た
ー
！
」

　

奥
壁
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｑ
の
字
に
似
た
画
像
を
み
て
思
わ
ず
網

干
が
声
を
発
し
た
（
図
8
）。
三
万
画
素
の
不
鮮
明
映
像
で
は
あ
っ
た

が
、
亀
に
蛇
が
巻
き
付
く
玄げ

ん

武ぶ

の
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

男
女
や
星
座
」
な
ど
の
見
出
し
を
打
ち
、
世
紀
の
大
発
見
を

大
々
的
に
報
道
し
た
（
図
4
）。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
考
古
学
・
古
代
史
ブ
ー
ム
が
巻
き
起

こ
り
、
明
日
香
村
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
に

な
る
（
図
5
）。
ま
た
高
松
塚
古
墳
は
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、

国
（
文
化
庁
）
に
管
理
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２　

キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
発
見

第
二
の
壁
画
古
墳
を
求
め
て

　

高
松
塚
古
墳
壁
画
の
発
見
か
ら
六
年
後
の
一
九
七
八
年
、
マ
ル
コ
山
古
墳
と
よ
ば
れ
る
高
松
塚
古
墳
に
よ
く

似
た
古
墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
の
壁
画
古
墳
の
発
見
に
期
待
が
ふ
く
ら
ん
だ
が
、
石
室

内
壁
に
は
白
く
漆し

っ

喰く
い

が
塗
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
壁
画
が
描
か
れ
た
形
跡
は
な
か
っ
た
（
図
6
）。
石
室
の
構

造
は
高
松
塚
古
墳
と
酷
似
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
壁
画
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
か
？　

マ
ル
コ
山
古
墳
の
発
掘

は
さ
ら
な
る
謎
を
生
ん
だ
。

　

こ
の
マ
ル
コ
山
古
墳
の
発
掘
時
に
、
高
松
塚
古
墳
か
ら
一
キ
ロ
南
の
阿
部
山
集
落
に
も
似
た
よ
う
な
古
墳
が

あ
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
字
ウ
エ
ヤ
マ
、
通
称
「
キ
ト
ラ
」、
現
在
の
キ
ト
ラ
古
墳
で
あ
る
（
図
7
）。

　

マ
ル
コ
山
古
墳
の
発
掘
に
よ
っ
て
生
じ
た
疑
問
を
解
消
す
べ
く
、
網
干
は
「
キ
ト
ラ
」
古
墳
の
発
掘
を
切
望

図6 ●マルコ山古墳の石室内
漆喰は塗られていたが壁画は描かれて
いなかった。

図7 ●キトラ古墳の墳丘と立地（2002年）
墓道部調査中のキトラ古墳。丘陵の南斜面に築かれ、眼下に深い谷
を望む。終末期古墳に特有の立地で、風水思想の影響がみてとれる。
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